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地域の福祉・防災取組事業について

１ 事例集について

豊田市では、避難行動要支援者の支援体制づくりを促進するため、
令和２年度から「避難行動要支援者避難の実効性を高める取組」を
実施しています。
当事業では、災害時において、自治区、自主防災会、民生委員等と

消防団との連携による共助を中心とした避難支援体制強化を図るため、
複数の自治区と連携し、勉強会やワークショップ、防災訓練等を実施
しています。
今回作成した事例集は、「避難行動要支援者対策について何から

取り組めばいいか分からない」といった地域の声を反映し、各地区
の取組を時系列で紹介しています。地域で取組を進める際の参考に
していただければ幸いです。



5

地域の福祉・防災取組事業について

２ 実施期間
令和２年度〜令和７年度（予定）

３ 実施自治区
○中田自治区
○亀首町自治区
○大島町自治区
○岩滝町自治区（令和４年度で終了）



2 各自治区の取組について
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各自治区の取組について（まとめ）

主な取組内容

○役員向け勉強会やワークショップの実施
○ふれあいまつりで車いす体験ブースを設置
○災害対応を想定した自治区連絡訓練の実施

主な取組内容

○自主防災会に常任の役職を新設し体制強化
○要支援者支援を踏まえた防災訓練の実施
○要支援者に自治区主体でアンケートを実施

主な取組内容

○役員向け勉強会やワークショップの実施
○要支援者支援を踏まえた防災訓練の実施

主な取組内容

○役員向け勉強会やワークショップの実施
○避難行動要支援者名簿を組長まで共有
○防災訓練で要支援者宅の訪問調査を実施
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各自治区の取組について（中田自治区）

◎避難行動要支援者名簿登録状況（令和７年２月末時点）

中田
自治区

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 16 16 2 7 0 41
同意 12 16 2 5 0 35
不同意 4 0 0 2 0 6

前林
全体

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 125 117 16 75 9 342
同意 71 117 14 54 9 265
不同意 54 0 2 21 0 77

◎位置図（2022年度版地域カルテより抜粋）

中田自治区の概要
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各自治区の取組について（中田自治区）

主な取組
○要支援者への支援体制構築に向けたワークショップの実施
○要支援者への支援に視点を置いたICT技術活用の実証実験の実施

取組の経過

令和２年度 中田自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月22日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

6月 区長 ワークショップに
向けた打合せ

8月8日 区長、消防団
自治区役員

ワークショップの
実施

12月8日 区長、民生委員
自治区役員など

防災アプリ実証実験
の実施

◎ワークショップに自治区役員や消防団
も参加し、自治区の様々な支援者との
情報共有や意見交換をする機会を創出

◎実証実験を通じて最新の要支援者対策
を体験し、支援の選択肢を拡充
課題
●災害時における自治区内の連絡体制
の確立

●ICT技術の活用に向けた継続的な
検討

●自治区内での支援体制の継続協議
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各自治区の取組について（中田自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、役員向け勉強会やワークショップを実施
○個人情報管理を徹底した上で、自治区役員等にも避難行動要支援者名簿を共有
○区民にも要支援者対策を周知するため、ふれあいまつりで車いす体験ブースを設置

取組の経過

令和３年度 中田自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

7月28日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

8月27日 区長、
自治区役員

役員向け避難行動要
支援者対策勉強会

9月11日 区長、消防団
自治区役員
民生委員、お助け隊

ワークショップの
実施

10月7日 区長、自立支援協議
会（社協）

ふれあいまつり打合
せ（車いす体験）

11月14日 自治区全体、自立支
援協議会（社協）

ふれあいまつり出展
（車いす体験等）

12〜1月 区長、自治区役員、
民生委員

ICT技術活用の実証
実験

◎役員向けの勉強会やワークショップ
を通じて要支援者対策の意識が向上し、
役員まで避難行動要支援者名簿の情報
を共有することで支援体制を強化

◎ふれあいまつりに要支援者対策の要素
を入れることで、区民が楽しみながら
制度や取組を知る機会を創出

課題
●要支援者の具体的な支援方法や役割
分担の検討

●要支援者対策の取組の継続性
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各自治区の取組について（中田自治区）

9月11日ワークショップ

令和３年度 中田自治区の取組

11月14日ふれあいまつり
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各自治区の取組について（中田自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、役員向け勉強会やワークショップを実施
○前年度に引き続き区民へ周知を図るため、ふれあいまつりで車いす体験ブースを設置
○災害対応を想定した自治区内の連絡訓練の実施

取組の経過

令和４年度 中田自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

8月30日 区長ほか 今年度の取組に
関する打合せ

9月10日 区長、みどり会
自治区役員、消防団
民生委員、お助け隊

勉強会及びワーク
ショップの実施

9月28日 区長、副区長 ふれあいまつり打合
せ（車いす体験）

11月13日 自治区全体、自立支
援協議会（社協）

ふれあいまつり出展
（車いす体験等）

11〜1月 区長、自治区役員、
民生委員

ICT技術活用の実証
実験

1月21日 区長、副区長ほか 171伝言ダイヤルを
使用した連絡訓練

◎自治区役員や地域の支援者が参加する
勉強会やワークショップを継続的に
実施し、地域全体で要支援者対策の
重要性を共有

◎自治区の連絡や参集体制を訓練を通じ
て検討し、災害時対応の基礎を構築

課題
●避難行動要支援者名簿に掲載されて
いない隠れ要支援者への対応

●地域の支援者情報の集約と、要支援者
の避難支援優先度の検討
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各自治区の取組について（中田自治区）
令和４年度 中田自治区の取組〇連絡訓練資料
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各自治区の取組について（中田自治区）

9月10日ワークショップ

令和４年度 中田自治区の取組
1月21日連絡訓練
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各自治区の取組について（中田自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、役員向け勉強会やワークショップを実施
○前年度に引き続き区民へ周知を図るため、ふれあいまつりで車いす体験ブースを設置

取組の経過

令和５年度 中田自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

6月8日 区長ほか 今年度の取組に
関する打合せ

9月2日 区長、みどり会
自治区役員、消防団
民生委員、お助け隊

勉強会及びワーク
ショップの実施

10月20日 区長、副区長 ふれあいまつり打合
せ（車いす体験）

11月19日 自治区全体、自立支
援協議会（社協）

ふれあいまつり出展
（車いす体験等）

◎自治区役員や地域の支援者が参加する
勉強会やワークショップを継続的に
実施し、地域全体で要支援者の把握や
要支援者対策の重要性を共有

◎毎年継続しているふれあいまつりでの
車いす体験やふくし防災すごろく体験
を通じて、区民にも要支援者対策の
必要性が浸透

課題
●災害発生時の自治区の対応体制の検討
及び構築

●要支援者参加型の防災訓練の企画及び
実施
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各自治区の取組について（中田自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、役員向け勉強会やワークショップを実施
○前年度に引き続き区民へ周知を図るため、ふれあいまつりで車いす体験ブースを設置

取組の経過

令和６年度 中田自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

6月25日 区長、日赤看護大学 今年度の取組に
関する打合せ

8月31日 区長、みどり会
自治区役員、消防団
民生委員、お助け隊

勉強会及びワーク
ショップの実施
※台風で中止

11月19日 自治区全体、自立支
援協議会

ふれあいまつり出展
（車いす体験等）

1月21日 区長、副区長、
日赤看護大学

勉強会及びワーク
ショップ前打合せ

2月15日 区長、みどり会
自治区役員、消防団
民生委員、お助け隊
日赤看護大学

勉強会及びワーク
ショップの実施

◎自治区役員や地域の支援者が参加する
勉強会やワークショップを継続的に
実施し、地域全体で要支援者対策の
現状や課題を共有

◎毎年継続しているふれあいまつりでの
車いす体験やふくし防災すごろく体験
を通じて、区民にも要支援者対策の
必要性が浸透

課題
●要支援者支援の際の優先順位の検討
●自治区の体制変更後も継続して要支援
者対策に取組むために、役員同士の
引継ぎや名簿共有を検討
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各自治区の取組について（中田自治区）

11月17日ふれあいまつり

令和６年度 中田自治区の取組
2月15日ワークショップ



亀首町自治区の概要
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

◎避難行動要支援者名簿登録状況（令和７年２月末時点）

亀首町
自治区

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 10 2 1 4 1 18
同意 5 2 1 4 1 13
不同意 5 0 0 0 0 5

猿投
全体

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 63 27 14 28 2 134
同意 37 27 14 22 2 102
不同意 26 0 2 6 0 32

◎位置図（2022年度版地域カルテより抜粋）
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

主な取組
○市や自立支援協議会、消防団等と連携し、要支援者支援を踏まえた防災訓練を実施
○日本赤十字豊田看護大学と連携し、要支援者個別訪問を実施

取組の経過

令和２年度 亀首町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月 区長 今年度の取組に
関する打合せ

7月20日 区長
自立支援協議会

防災訓練打合せ

9月5日 区長
自立支援協議会
消防団

要支援者支援を踏ま
えた防災訓練の実施

10月 区長
日赤看護大学

要支援者個別訪問の
実施

◎防災訓練に要支援者支援の視点を
追加し、地域全体で考える機会を創出

◎要支援者宅の個別訪問を実施し、
地域の実態を把握

課題
●要支援者支援の視点を取り入れた
防災訓練メニューの定着

●要支援者参加型の防災訓練実施に
向けた検討

●地域の福祉事業所との関わりを維持
した連携体制の強化
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

主な取組
○区長や自治区役員が参加する避難行動要支援者対策勉強会の開催
○ワークショップや車いす訓練などを盛り込んだ防災訓練の実施

取組の経過

令和３年度 亀首町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

7月19日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

8月15日 区長
自治区役員

避難行動要支援者
対策勉強会の開催

11月2日 区長、副区長
会計、土木

防災訓練打合せ

12月5日 区長、自治区役員、
民生委員、消防団、
婦人クラブ、
自立支援協議会

防災訓練の実施
（ワークショップ、
DVD視聴、車イス
体験、水消火器訓練
など）

◎勉強会を通じて自治区役員が災害時の
行動や制度について理解することが
でき、定期的に要支援者支援を検討
する機会を創出

◎自立支援協議会と連携した車いす体験
などを防災訓練で導入し、地域で活動
する支援者のスキルアップを実現

課題
●自治区内における連絡体制の見直し
●コロナ禍での要支援者宅訪問の制限
や自治区イベントの中止による交流
機会の減少
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

主な取組
○令和３年度から継続し、自治区役員等を対象に避難行動要支援者対策勉強会を開催
○避難行動要支援者が参加する防災訓練の実施

取組の経過

令和４年度 亀首町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月23日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

8月21日 区長、副区長
評議員、消防団
民生委員ほか

避難行動要支援者
対策勉強会＆ワーク
ショップの開催

11月22日 区長、副区長 防災訓練の打合せ

12月11日 区長、副区長
自治区役員ほか

防災訓練の実施
（児童館への避難）

1月25日 区長 今年度の振り返り

◎昨年度に引き続き、自治区役員や
民生委員などに勉強会を開催し、
地域の支援者の意識を醸成

◎要支援者が参加する防災訓練を実施
し、支援者と要支援者の双方の思い
や課題を共有

課題
●災害発生時における自治区役員の
役割の明確化

●自治区の備蓄品に関する使用方法
やストックの確認及び検討
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

主な取組
○地域包括支援センターや消防団等と連携し、要支援者支援を踏まえた防災訓練を実施
○防災訓練マニュアルや実施フローの作成で、持続可能な防災訓練の仕組みを構築

取組の経過

令和５年度 亀首町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月19日 区長、副区長、
役員

今年度の取組に
関する打合せ

7月7日 区長、副区長、
役員

防災訓練打合せ

10月29日 区長、役員、
消防団、包括など

要支援者支援を踏ま
えた防災訓練の実施

◎防災訓練に地域包括支援センターなど
地域の支援者にも参加してもらうこと
で、地域全体の連携を強化

◎自治区の役員が毎年入れ替わる中で
防災訓練のマニュアルやフローの
作成により、引継ぎの円滑化を実現

課題
●区民全体まで対象を広げた防災訓練
の実施

●自治区役員や地域の支援者が、普段
から要支援者と関われる関係づくり
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

主な取組
○持続可能な支援体制づくりの一環として、自主防災会に常任の役職を新設
○地域の実情に合わせた実践的な防災訓練の実施
○避難行動要支援者の避難に関する実態を調査するために自治区独自のアンケートを実施

取組の経過

令和６年度 亀首町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月10日 区長
日赤看護大学

今年度の取組に
関する打合せ

8月19日 区長 自主防災組織の改編
及び防災訓練打合せ

10月8日 区長
日赤看護大学

防災訓練詳細打合せ

10月20日 区長、役員
日赤看護大学

防災訓練実施
（要支援者参加型）

2月5日 区長
日赤看護大学

振り返りと次年度
取組検討

◎自主防災会に常任の役職（推進委員）
を設置し、役員や消防団OBが就任
したことで要支援者対策を持続的に
取組むことが可能に

◎防災訓練では、役員を児童館への参集
順に役割分担することで、より地域の
実情にあった実践的な訓練が可能に

◎要支援者への独自アンケートを通じて
自治区が避難先や避難支援の有無を
把握することができ、限られた支援者
で効率的に避難支援できる仕組を構築

課題
●南海トラフ地震を想定した対策検討
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

〇避難行動要支援者
へのアンケート

（自治区独自で実施）

令和６年度 亀首町自治区の取組
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各自治区の取組について（亀首町自治区）

〇防災訓練資料 令和６年度 亀首町自治区の取組
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各自治区の取組について（大島町自治区）

◎避難行動要支援者名簿登録状況（令和７年２月末時点）

大島町
自治区

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 11 4 1 11 0 27
同意 6 4 1 9 0 20
不同意 5 0 0 2 0 7

前林
全体

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 125 117 16 75 9 342
同意 71 117 14 54 9 265
不同意 54 0 2 21 0 77

◎位置図（2022年度版地域カルテより抜粋）

大島町自治区の概要
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各自治区の取組について（大島町自治区）

主な取組
○要支援者への支援に視点を置いたICT技術活用の実証実験の実施

取組の経過

令和２年度 大島町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

4月12日 区長、副区長 今年度の取組に
関する打合せ

7月20日 区長、
自立支援協議会

啓発用チラシについ
てのヒアリング

12月8日 区長
自治区役員

防災アプリ実証実験
の実施

◎防災アプリの実証実験を通じて最新の
要支援者対策を体験し、支援の選択肢
を拡充

課題
●自主防災隊と連携した組織体制構築
の検討

●啓発チラシ（ふくし防災すごろく）
を自治区で活用した取組の検討

●ICT技術を活用した避難支援手段の
検討
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各自治区の取組について（大島町自治区）

主な取組
○要支援者への支援体制構築に向けた勉強会及びワークショップの実施
○要支援者への支援に視点を置いたICT技術活用の実証実験の実施

取組の経過

令和３年度 大島町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

7月26日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

10月8日 区長、副区長、
前区長

避難行動要支援者対
策勉強会打合せ

10月16日 区長、民生委員
自治区役員、
自主防災会

避難行動要支援者対
策勉強会及びワーク
ショップの実施

12〜1月 区長、民生委員
自治区役員

ICT技術活用の実証
実験

1月26日 区長、民生委員
自治区役員

ICT技術活用の実証
実験報告会

◎要支援者対策勉強会やワークショップ
を通じて、自治区役員や地域の支援者
の意識が向上

◎防災アプリの実証実験を通じて最新の
要支援者対策を体験し、支援の選択肢
を拡充

課題
●自治区のイベントやワークショップ、
訓練への要支援者の参加

●自主防災マップの更新検討
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各自治区の取組について（大島町自治区）

主な取組
○区民にも要支援者対策を周知するため、ふれあい夏まつりで車いす体験ブース等を設置
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、勉強会やワークショップを実施
○要支援者への支援に視点を置いたICT技術活用の実証実験の実施

取組の経過

令和４年度 大島町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月9日 区長、
副区長ほか

今年度の取組に
関する打合せ

7月1日 区長、
副区長ほか

ふれあい夏まつり
打合せ

8月20日 区長、民生委員
自治区役員
自主防災会

ふれあい夏まつりで
車いす体験等のブー
ス出展

10月15日 区長、民生委員
自治区役員、
自主防災会

避難行動要支援者対
策勉強会及びワーク
ショップの実施

11〜1月 区長、民生委員
自治区役員

ICT技術活用の実証
実験

1月18日 区長、民生委員
自治区役員

今年度取組の振り返
り及び次年度協議

◎ふれあい夏まつりに要支援者対策の
要素を入れることで、区民が楽しみ
ながら制度や取組を知る機会を創出

◎継続的に要支援者対策勉強会やワーク
ショップを実施することで、地域全体
で要支援者対策の重要性を共有

◎防災アプリの実証実験を通じて最新の
要支援者対策を体験し、支援の選択肢
を拡充
課題
●自治区のイベントやワークショップ、
訓練への要支援者の参加

●災害対応体制の実効性の確保
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各自治区の取組について（大島町自治区）

8月20日ふれあい夏まつり 10月15日ワークショップ

令和４年度 大島町自治区の取組
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各自治区の取組について（大島町自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、勉強会やワークショップを実施
○要支援者への支援に視点を置いた防災訓練の実施

取組の経過

令和５年度 大島町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

4月12日 区長、
副区長ほか

今年度の取組に
関する打合せ

5月21日 区長、民生委員
自治区役員、
自主防災会

避難行動要支援者対
策勉強会及びワーク
ショップの実施

8月26日 区長、民生委員
自治区役員、
自主防災会

防災訓練の実施

2月9日 区長、
副区長ほか

今年度取組の振り返
り及び次年度協議

◎自治区役員や地域の支援者が参加する
勉強会やワークショップを継続的に
実施し、地域全体で要支援者の把握や
要支援者対策の重要性を共有

◎勉強会では、要支援者対策に加えて
防災対策課が防災に関する内容も説明
し、効果的に防災知識を習得
課題
●既存の災害対応体制の見直し及び
実効性の検証

●自主防災会や組長と連携した地域
共助体制の検討
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各自治区の取組について（大島町自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、勉強会やワークショップを実施

取組の経過

令和６年度 大島町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月19日 区長、民生委員
自治区役員、
自主防災会

避難行動要支援者対
策勉強会及びワーク
ショップの実施

◎自治区役員や地域の支援者が参加する
勉強会やワークショップを継続的に
実施し、地域全体で要支援者の把握や
要支援者対策の重要性を共有

◎勉強会では、要支援者対策に加えて
防災対策課が防災に関する内容も説明
し、効果的に防災知識を習得
課題
●既存の災害対応体制の見直し及び
実効性の検証

●自主防災会や組長と連携した地域
共助体制の検討
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各自治区の取組について（岩滝町自治区）

◎避難行動要支援者名簿登録状況（令和７年２月末時点）

岩滝町
自治区

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 10 2 0 4 0 16
同意 8 2 0 2 0 12
不同意 2 0 0 2 0 4

高橋
全体

要介護 ひとり暮らし 在宅重度 身体 登録依頼者 合計
全体 146 253 34 74 2 509
同意 96 253 31 49 2 431
不同意 50 0 3 25 0 78

岩滝町自治区の概要
◎位置図（2022年度版地域カルテより抜粋）
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各自治区の取組について（岩滝町自治区）

主な取組
○避難行動要支援者対策勉強会を自治区役員向けと組長向けの２回実施

取組の経過

令和２年度 岩滝町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

6月4日 区長、副区長、
民生委員

今年度の取組に
関する打合せ

7月8日 区長 勉強会打合せ

7月12日 区長、副区長
自治区役員

避難行動要支援者対
策勉強会の実施

7月19日 自治区役員、
組長

避難行動要支援者対
策勉強会の実施

8月21日 区長 要支援者マップの
作成について相談

12月3日 区長 今年度取組の振り返
り及び次年度協議

◎勉強会を役員向けと組長向けの２回
実施することで、制度理解を促進

課題
●自治区内における要支援者対策事業
の引継ぎ方法の検討

●避難行動要支援者名簿情報を組長
まで共有し、支援体制の強化を検討

●地域包括支援センター等との合同
訓練の実施
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各自治区の取組について（岩滝町自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、勉強会やワークショップを実施
○自治区で避難行動要支援者名簿の組長用名簿を作成し、名簿情報を組長まで共有

取組の経過

令和３年度 岩滝町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

8月4日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

8月15日 区長、組長
自治区役員

避難行動要支援者対策
勉強会の実施

11月5日 区長 ワークショップ及び
組長用名簿打合せ

1月5日 区長 ワークショップ打合せ

1月16日 区長、組長
自治区役員

ワークショップの実施
及び組長用名簿配布

◎継続的に要支援者対策勉強会やワーク
ショップを実施することで、地域全体
で要支援者対策の重要性を共有

◎組長まで避難行動要支援者名簿の情報
を共有することで、よりきめ細かい
支援体制を構築

課題
●自治区内における要支援者対策事業
の引継ぎ方法の検討（組長名簿等）

●地域包括支援センター等との合同
訓練の実施
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各自治区の取組について（岩滝町自治区）

主な取組
○持続的な要支援者支援体制を構築するため、勉強会やワークショップを実施
○自治区で防災訓練を実施し、その一環で組長が要支援者宅の訪問調査を実施

取組の経過

令和４年度 岩滝町自治区の取組

成果
時期 参加者 内容

5月11日 区長 今年度の取組に
関する打合せ

5月29日 区長、組長
自治区役員

避難行動要支援者対策
勉強会の実施

7月17日 区長、組長
自治区役員

ワークショップ実施
（要支援者の把握等）

11月6日 区長、組長
自治区役員
自立支援協議会

防災訓練の実施
（組長による要支援者
宅の訪問調査等）

1月15日 区長、組長
自治区役員

ワークショップ実施
（訪問調査の共有）

1月30日 区長 今年度取組の振り返り

◎継続的に要支援者対策勉強会やワーク
ショップを実施することで、地域全体
で要支援者の把握や要支援者対策の
重要性を共有

◎自治区役員や組長等が大半入れ替わる
中で、制度理解の勉強会から開始し、
避難支援を検討するワークショップや
防災訓練を実施するなど、要支援者
対策の年間スケジュールを確立

◎組長まで避難行動要支援者名簿の情報
を共有した上で、防災訓練で要支援者
宅の訪問調査を実施し、避難支援体制
の構築に向けた実効性のある取組を
実施
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各自治区の取組について（岩滝町自治区）

7月17日ワークショップ 11月6日防災訓練

令和４年度 岩滝町自治区の取組



最後までご覧いただき、
ありがとうございました。
出前講座や勉強会等の依頼がありましたら、

お気軽にご連絡ください︕
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≪問合せ≫
豊田市 よりそい支援課

☎ ３４－６７９１


